病原生物に作用する薬
(1) 抗細菌薬
	細菌の細胞壁合成を阻害する薬
	ペニシリン系

[β-ラクタム系]
	アンピシリン

アモキシシリン

クロサキシリン



	
	セフェム系

[β-ラクタム系]
	セフカペンピボキシル

セフニジル

セフォチアム

セフォペラゾン



	
	グリコペプチド系

[ペプチド系]
	バンコマイシン



	細菌のタンパク質合成を阻害する薬
	アミノグリコシド系
	ストレプトマイシン

カナマイシン

ゲンタマイシン

フラジオマイシン



	
	マクロライド系
	エリスロマイシン

クラリスロマイシン



	
	テトラサイクリン系
	テトラサイクリン

ミノサイクリン

ドキシサイクリン



	細菌の細胞膜機能に障害を与える薬
	ポリペプチド系

[ペプチド系]
	ポリミキシンB

コリスチン



	細菌の核酸合成を阻害する薬
	キノロン系


	ナリジクス酸



	
	ニューキノロン系

[キノロン系]
	オフロキサシン

エノキサシン

レボフロキサシン

スパルフロキサシン




	β-ラクタム系
	ペニシリン系
	アンピシリン

アモキシシリン

クロサキシリン
	1) 細菌の細胞壁合成を阻害して、細胞分裂できなくする。
2) 抗菌スペクトルが広い(多くの細菌に効果がある)。

3) 一般的に耐性菌が生じやすい。



	
	セフェム系
	セフカペンピボキシル

セフニジル

セフォチアム

セフォペラゾン
	

	アミノグリコシド系


	
	ストレプトマイシン
カナマイシン

ゲンタマイシン

フラジオマイシン
	1) 細菌のタンパク質合成を阻害して、細胞分裂できなくする。

2) 副作用として第8脳神経障害(難聴・耳鳴り)を起こす。
3) フロセミドなどループ系利尿薬との併用で第8脳神経障害(難聴・耳鳴り)が起こりやすくなる。


	マクロライド系
	
	エリスロマイシン
クラリスロマイシン
	1) 細菌のタンパク質合成を阻害して、細胞分裂できなくする。
2) マイコプラズマ肺炎に有効。
3) クラリスロマイシンは消化性潰瘍の原因とされているヘリコバクター・ピロリ菌の除菌に有効。



	テトラサイクリン系
	
	テトラサイクリン

ミノサイクリン

ドキシサイクリン
	1) 細菌のタンパク質合成を阻害して、細胞分裂できなくする。

2) マイコプラズマ肺炎に有効。

3) マグネシウムや鉄など2価・3価の金属を含む薬(胃腸薬に多い)と併用すれば、吸収が悪くなる。




	ペプチド系
	ポリペプチド系
	ポリミキシンB

コリスチン
	1) 細菌の細胞膜機能に障害(細胞膜透過性に変化)を与え、細菌を破壊する。

2) 緑膿菌に有効。

3) 副作用として腎障害を起こす。



	
	グリコペプチド系
	バンコマイシン
	1) 細菌の細胞壁合成を阻害して、細胞分裂できなくする。

2)MASA(メチシリン耐性黄色ブドウ球菌)に有効。

3)副作用として第8脳神経障害(難聴・耳鳴り)を起こす。



	キノロン系
	
	ナリジクス酸
	1) 細菌の核酸合成を阻害して、細胞分裂できなくする。

2) 膀胱炎・尿路感染症に有効。



	
	
	オフロキサシン

エノキサシン

レボフロキサシン

スパルフロキサシン
	1) 細菌の核酸合成を阻害して、細胞分裂できなくする。

2) ナリジクス酸を原型にして開発された抗菌剤。

3) ピリドンカルボン酸骨格を有する。

4) F(フッ素)を含むものは、ニューキノロン系と呼ばれる。

5) マグネシウムや鉄など2価・3価の金属を含む薬(胃腸薬に多い)と併用すれば、吸収が悪くなる。




	その他
	
	パラアミノサリチル酸カルシウム

(パスカルシウム)
	1) 結核菌に作用する。

2) 副作用として胃腸障害を起こしやすい。



	
	
	イソニアジド
	1) 結核菌に作用する。

2) チーズなどチラミンを多く含む食物や、マグロなどの赤身魚と一緒に摂ると、頭痛、腰痛、血圧上昇、顔面紅潮、発汗を起こすことがある。



	
	
	エタンブトール
	1) 結核菌に作用する。

2) 副作用として視力障害を起こす。




(2) 抗真菌薬
	アゾール系
	クロトリマゾール
ミコナゾール

エコナゾール

イトラコナゾール

フルコナゾール
	真菌細胞膜の構成成分であるエルゴステロールを合成できなくして抗真菌作用を示す。

	ポリエン系
	アムホテリシンB
ナイスタチン
	真菌細胞膜のエルゴステロールと結合して真菌細胞の膜機能に障害を与え、抗真菌作用を示す。

	その他
	テルビナフィン
	真菌細胞膜の構成成分であるエルゴステロールを合成できなくして抗真菌作用を示す。

	
	グリセオフルビン
	真菌細胞の細胞分裂を阻害して抗真菌作用を示す。


(1) 抗ウイルス薬

	アシクロビル

ガンシクロビル
	増殖に必要なDNAポリメラーゼを阻害して抗ウイルス作用を示す。

	アマンタジン
	ウイルスの内部に侵入して抗ウイルス作用を現す。

	オセルタミビル

ザナミビル
	1) A型、B型、両方のインフルエンザ感染症に有効。
2) 因果関係は不明であるものの、服用後に異常行動などの精神神経症状を発現した例が報告されている。



